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新しい無線通信方式であるBluetoothTMは，デジタル・モバイル機器をワイヤレスでネットワーク化するツー

ルとして大いに期待されている。当社は，1998年春にBluetooth 標準化団体であるBluetooth SIG

（Special Interest Group）が発足以来，プロモーター企業9社の中の1社として，その普及と標準化活動を推

進するとともに製品化開発を展開している。

ここでは，BluetoothTMの概要，SIGにおける仕様策定活動，無線通信方式としての特長，及び将来に向けて

のBluetoothTM技術動向について述べる。また，BluetoothTMの応用可能性について現在から近未来に向けて

概観し，情報家電分野，自動車応用分野などでの事例にも言及する。

BluetoothTM is a new wireless communication system on which great expectations are focused as a tool for networking mobile

and digital equipment. It can easily connect not only PCs but cellular phones as well, without the need for cables. Applications

for BluetoothTM will be realized in the mobile environment, in offices, in home networking, and also in social systems such as the field

of mobile commerce.

As one of the nine companies promoting BluetoothTM, Toshiba is actively engaged in standardization activities and the

development of product applications. This "Trend" section provides an outline of BluetoothTM together with its specifications, and

describes the application of and future prospects for this technology.
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ノートパソコン（PC）や携帯電話な

どのモバイル機器間を接続する新し

い近距離無線通信方式として期待さ

れるBluetoothTMは，その普及・標準

化団体であるBluetooth SIGの結成

後，98年5月に，日，米，欧同時にアナ

ウンスされて以来，その技術特性と広

い応用可能性が注目を集め，Blue-

tooth SIGへの賛同参加企業・団体数

は，現在2,000社を超えるに至ってい

る。そのBluetoothTMの無線通信にお

ける概念的位置づけを図１に示すが，

携帯電話やPHSなどのように広域の

範囲でのコミュニケーションを実現す

る無線通信システムに対して，Blue-

toothTMは，身の回りの近距離にある

機器間を接続するワイヤレス接続手

段と位置づけられる。

この領域では，従来からもIrDA

（Infrared Data Association）などの

赤外線通信や無線LANシステムなど

BluetoothTMの技術動向と将来展望
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図１．無線通信におけるBluetoothTMの位置づけ　　BluetoothTMは，身の回りのモバイル機器間
の接続に適した近距離無線通信方式である。

Position of BluetoothTM in wireless communication

BluetoothTMの生い立ちとその概要

BluetoothTMの概要



の実用手段が利用されてきている

が，BluetoothTMは，小型，低消費電

力，低価格の三つのキーワードをはじ

め，よりモバイル性に優れた仕様と

ネットワーク化の工夫などで，モバイ

ル機器に適した無線通信仕様として

特長づけることができる。また，応用

面では，ノートPC，PDA（Personal

Digital Assistants）などの小型情報

機器，アクセスポイントやプリンタなど

の周辺機器だけでなく，情報家電機

器ネットワークやe-ビジネスなど，社

会システムの構成要素のキーとして，

近距離ワイヤレス通信を活用できる幅

広い応用への期待を集めている。

このBluetoothTMの無線通信方式

としてWorld Wideでの標準化を推

進している団体が，Bluetooth SIGで，

98年春に設立された。このSIGでの

標準化推進は，3COM，ERICSSON，

IBM，Intel，Agere Systems（旧Lu-

cent Technologies Microelectron-

ics），Microsoft，MOTOROLA，

NOKIAの各社とそれに当社のプロ

モーター9社を中心に，組織運営と仕

様検討策定作業が続けられている。

BluetoothTMの仕様検討の特長は，

マーケティングの視点から想定される

利用シーンに基づいて技術仕様（こ

れをプロファイルと呼ぶ）を検討して

いく策定プロセスにある。99年7月に

公開された仕様1.0に続いて99年12

月には仕様1.0Bが公開されている。

これらの経緯を表１に示す。

BluetoothTMの通信方式としての技

術仕様を表２に示す。ワイヤレス通信

手段としてのBluetoothTMは，無線周

波数として2.4 GHzのISM（Industrial

Scientific Medical）バンド（工業用，

科学技術用，医療用に割り当てられ，

多くの国で，無線免許がなくても使用

できる周波数帯）を使用している。通

信方式としてはスペクトラム拡散方式
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を採り，空間内で複数の独立した通

信リンクが想定されるなかで，干渉や

混信を避け，通信を安定的に保持す

るなどのために周波数ホッピング（1

秒間に1,600回）を採用し，変調方式

は2値周波数変調方式となっている。

これにより，音声通信用に64 kbpsの

チャネルを3本，データ通信用に最大

で723.2/57.6 kbps（非対称），433.9

kbps（対称）の通信速度を実現してい

る。RF（Radio Frequency）通信であ

ることで無指向性での使いやすさと

低消費電力，低価格，小型化を可能

とする無線通信方式となっている。

また，図２に示すように，この通信

路を形成する“ピコネット”と呼ぶネッ

トワーク通信路形成の仕組みを採用

している。ピコネットでは，最初にマ

スタ（親）になった1台の機器を中心

に，7台までの機器がスレーブ（子機）

としてPoint to Point接続できる。更

に，マスタは同時に他のピコネットの

特
　
集

時　期

98年 5月
99年 7月
99年12月

Bluetooth SIG設立を発表，規格策定開始
Ver.1.0仕様公開
Ver.1.0B仕様公開

99年12月 ・プロモーター9社体制となる。
・BluetoothTMの機能強化と応用範囲の拡大を目指して，仕様2.0策定活動開始

2001年3月 Ver.1.1仕様公開
2,000を超える企業・団体がBluetooth SIGに参加している。

内　　容

表１．Bluetooth仕様策定の経緯
History of Bluetooth special interest group (SIG) activities

項　目

無線部

転送速度

周波数帯

シンボル転送レート

変調方式

拡散方式

ホッピング速度

同期モード

非同期モード

2.4 GHzの ISM帯

1M

2値周波数変調方式

周波数ホッピング方式

625μs（1,600 hops/s）

音声 64 kbps

仕　　様

433.9 kbps

723.2 kbps/57.6 kbps

表２．Bluetooth技術仕様の概要
Outline of Bluetooth technical specifications

通信方式としての
BluetoothTMの特長

ピコネット�

（a）シングルスレーブ� （b）マルチスレーブ� （c）スキャタネット� マスタ�

スレーブ�

図２．ピコネットとスキャタネットの概念　　一つのピコネット内では，1：1接続から最大7台
のスレーブ接続まで可能な仕様である。

Conceptual outlines of Piconet and Scatternet

対　称
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現在仕様検討作業が進められている

仕様2.0活動のプロファイルを踏まえ

て，オーディオビジュアル機器や，デジ

タルカメラなどを含めた種々の機器間

接続応用へと進み，モバイル・デジタ

ル機器の利用空間の拡大が期待され

ている。

ノートPCやPDAなどのモバイル

小型情報機器を持ち歩き，空港ラウ

ンジやカフェテリア，ホテルのロビー，

学校の教室などで，何らかのアクセ

スポイントを介して，あるいは機器間

どうしでの情報交換が，“その場”で

手軽にできることなどが自然なシー

ンとして日常化してくるであろう。

これらモバイル機器から実用が開

BluetoothTMの応用は，これまでの

ケーブル接続で利用されていた部分

をワイヤレス化する“ケーブルリプレ

ースメント”のコンセプトを基本として

スタートする。例えば，当社が2000

年秋に商品化したBluetoothTMPCカ

ードとワイヤレスモデムステーションを

利用した，PCからのアクセスポイン

トを介してのダイアルアップ接続が，

その例となる。また，ワイヤレス接続

機能を生かす例として，携帯PCどう

しのその場での情報交換，携帯電話

などにおけるワイヤレスヘッドセット

利用などが実用化されている。更に，

スレーブになることができ，ピコネッ

トを数珠つなぎにしたネットワークも

存在可能となる。これを“スキャタネ

ット（Scatternet）”と呼んでいる。こ

のほかの重要な機能として，接続相

手の認証やデータの暗号化によるセ

キュリティの確保が留意されている。

BluetoothTMの送信出力の基本は，

1mW（0 dBm）の場合，電波の通信

距離は約10 mの範囲であり，このほ

かに+20 dBmまでの高出力（見通し

約100 mの距離）のオプションが用意

されていて，目的とする利用シーンに

合わせて使用することができるように

なっている。
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BluetoothTMの応用展開

（1）生活情報家電のネットワーク化とBluetoothTM

現在，冷蔵庫，洗濯機，電子レンジ，
エアコンなど，多くの生活家電機器が
家庭内に深く浸透している。これらの
機器は，それぞれが，個別に家事の支
援機能を提供することで，家庭生活を
豊かにしてきた。当社でも“省時間”，
“省エネルギー”，“安心・安全”の提供
をコンセプトとし，生活家電と生活サ
ービスの提供により，主婦の時間と生
活費のやりくりを支援する“スマート
キッチン”を提案している。

BluetoothTMは，生活情報家電を含
んだ家庭内ネットワークにおいても，
有力なネットワーク化の手段と期待さ
れる。これら生活家電機器がネットワ
ーク化されると，まず，家電機器の連
携による新しい機能が生まれる。例え
ば，洗濯終了を携帯電話，キッチンタ
ーミナルなどに表示する。家中どこに
いてもそれを確認でき，干すことを忘
れて，しわくちゃにしてしまうことを
減らせる。また，冷蔵庫の半ドアや，
ドアホンの画像を，リビングのテレビ
に表示することにより，省エネルギー，
及び安心・安全の機能をユーザーに提
供することができる。
また，これらの生活家電がホームゲ
ートウェイを通して，インターネット

に接続されると，更に有用な生活支援
サービスを提供することが可能となる。
その一つに，エネルギー管理サービス
がある。機器のリモート管理だけでな
く，各家庭におけるエネルギー使用量
と供給量を把握することにより，各機
器の最適な運用が可能になる。そして，
各家庭では最新の情報に基づいたエネ
ルギー管理アプリケーションをサービ
スプロバイダーからダウンロードする

ことができ，宅内の各BluetoothTM機
器から運転状況情報を収集し，キッチ
ンステーションでモニタリングする。

また，宅外から携帯情報機器を用いて
家庭内機器の遠隔操作を可能にする，
サービスやマニュアル配信，修理デー
タ送信，予防メンテナンスサービスな
ど，様々なサービスが考えられる。
これら家庭情報機器どうし，あるい
はホームゲートウェイとを B l ue -

toothTMで接続することにより，新た
に家庭内に配線する必要なく，ワイヤ
レスで家庭内ネットワークを構築する

ことができる。BluetoothTMは，この
ように，生活の中にも入り幅広く利用
されていくと期待される。

エアコン　　1.2 kwh
冷蔵庫　　　0.5 kwh
電子レンジ　  0 kwh

制御ソフトウェア�
ダウンロード�

スマートキッチン�

家庭�

エネルギー�
使用状況�

キッチン�
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ホーム�
ゲートウェイ�

顧客別�
エネルギー�
使用量�

データベース� インターネット�

エネルギー�
実績データ�

Webカンパニー�
（サービスプロバイダー）�

TM

家庭内ネットワーク利用・エネルギー管理サービス



始されるBluetoothTM応用の進展は，

生活空間の横断的な利用へと進み，

“モバイル”，“オフィス”，“家庭”など

を渡り歩いてもユーザーにネットワー

クを意識させないシームレスな環境

を提供可能とするであろう。これら

いずれの応用においても，利用シー

ンを想定した“プロファイル（利用シ

ーンを想定して機器間の接続仕様を

定めたもの）”の仕様策定が前提にな

る。実際の利用シーンに基づいたプ

ロファイルが策定されてくると，自動車

へのBluetoothTM応用，洗濯機・冷蔵

庫などの生活家電機器を含む家庭ネ

ットワーク化への応用（囲み記事（1）

参照），更にはe-ビジネス的な社会イ

ンフラストラクチャシステムのトランザ

クションツールとしての活用など，

様々な利用空間の拡大が期待される。

次に，Bluetooth SIGでの標準化活

動内容，及び将来に期待されるBlue-

toothTMの将来技術動向をより具体的

に紹介する。

BluetoothTMでは，無線データ転送

方式と応用の実現方式の双方を規定

しているので，BluetoothTMの機能を

実現するプロトコルスタックでは，アプ

リケーションにつながる上位のレイヤ

のプロトコルまでが規定されている。

プロファイルとは，利用シーンを想

定した際にBluetoothTMの各応用で

利用する最低限のプロトコル機能を

規定するものである。例えば，ファイ

ルトランスファー（File Transfer Pro-

file）の場合には，Baseband層（誤り

訂正やパケット管理などの基本的な

処理を行う）から，その上位に位置づ

けられるリンク管理層やパケットの処

理層，データ交換層などのプロトコル

スタックを利用することが規定されて

いる。このようなプロファイルが，

Bluetooth1.0仕様においては13個規

定されている（表３）。

Bluetooth SIGでは，このようなプ

ロファイルを策定する作業とともに，

各製造者から供給されるBluetoothTM

機器が，これらのプロファイルに準拠

しているかどうかを認証するための

ロゴの認証制度についても規定して

いる。認定されたテスト機関がテスト

仕様に基づいた評価を行い，認証作

業に合格した機器だけがBluetoothTM
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のロゴを受けることができる。この

ロゴ認証とともに，各国の電波法に

準じていることの型式認定を受ける

ことで，BluetoothTM対応商品として

市場に出すことができるわけである。

これは，BluetoothTMが相互接続性を

重要視していることによるもので，こ

のような認証作業を行うことにより，

プロファイルに準拠しているBlue-

toothTM対応製品機器間での相互接続

性（その対象となるプロファイルを実

行する上での相互接続性）を可能と

するようになっている。

BluetoothTMの機能拡張（プロファ

イルの拡充）の要求にこたえるため，

99年12月には，Bluetooth SIG仕様

2.0の規格化作業がスタートした。ま

た，新たなプロファイルを検討するワ

ーキンググループ（WG）が設立され，

各WGにおいて新しい応用の実現方

法などが検討されている。このWG

の概要を表４に示す。これらのWG

は，Bluetooth仕様自身の改良を目指

すグループ（Radio2.0, PAN, ESDP,BluetoothTMのプロトコルとプロ
ファイル

BluetoothTMの標準化

BluetoothTMロゴ認証

表３．仕様 1.0 でのプロファイル一覧
List of Bluetooth SIG 1.0 profiles

新たな応用を開拓する
Bluetooth仕様2.0

表４．Bluetooth仕様2.0で設置された各WGの活動内容
Activities of each working group in Bluetooth SIG 2.0

項　目 内　容

Generic Access

Service Discovery

Serial Port

Cordless Telephony

Intercom

Headset

Dial-up Networking

FAX

LAN Access

Generic Object Exchange

Object Push

File Transfer

Synchronization

機器の接続・認証

サービスクラスの認識手順

シリアルポート

コードレス電話

トランシーバ

ヘッドセット

ダイヤルアップ接続

ファクシミリ

LANアクセス

オブジェクト交換

オブジェクトプッシュ

ファイル転送

ファイル同期

項　目 内　容

UPnP（Universal Plug and Play）：マイクロソフト社が提唱しているPC，家電機器を簡単にネットワークに接続する仕組み

Jini ：マイクロシステム社が提唱しているネットワークシステム

UDI ：Unrestricted Digital Information

HID ：Human Interface Device

ESDP ：Extended Service Discovery Profile

IP over BluetoothTM ：IP（Internet Protocol）をBluetoothTM上で動作させるための仕組み

LAN Emulation ：LANを仮想的に実行する仕組み

Radio 2.0 ：Bluetooth仕様の次期仕様で審議されている高速版の仕様

Coexist

Printing

Imaging

ESDP

Positioning

UDI

Radio 2.0

PAN

Car

Wake-up

HID

AV

複数の無線システムの共存環境の検討

プリンタ応用

デジタルカメラ応用

サービス発見機能の拡充（UPnP, Jini, など）

位置情報サービスへの応用

非制限デジタルインタフェースの実現

次世代Bluetooth仕様の検討（高速化など）

IP over BluetoothTMの検討，LAN Emulation

車システムへの応用

遠隔電源ON

PC周辺機器やリモコン，などへの応用

CD品質音声や小画面ビデオ情報の転送方式

特
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UDI, Wake-up），携帯型機器への組

込みのためのプロファイル開発を目指

すグループ（AV, Imaging, Printing,

HID），社会システムへの応用を目指

したプロファイルの開発を目指すグ

ループ（Car（囲み記事（２）参照）,

Coexist, Positioning）の三つに大きく

グループ分けできる。

Bluetooth SIGの各WGは，これら

各種プロファイルの規格化を行う場で

ある。当社はプロモーター企業の1

社として，マーケットドリブンの形で

進められている各プロファイルの策定

活動において各WGに参画している。

早期規格策定のため，ビジネス面や

技術開発面で影響力のある企業を軸

にBluetooth SIGは運営され，電話会

議やFace to Faceの会議が世界各地

で頻繁に開催されている。

BluetoothTMは，PCや携帯電話の

新たな無線インタフェースというだけ

でなく，数多くの携帯型機器や社会シ

ステムに利用される無線インフラスト

ラクチャに発展する可能性を持つ技

術である。

BluetoothTMにより，広範なアプリ

ケーションやサービスを特別な事前

設定操作や技術的知識なしに簡易に

利用できるようになれば，その潜在市

場規模は膨大なものになるであろう

（囲み記事（３）参照）。

ここでは，このような環境を実現す

るための無線技術として，特にBlue-

toothTMにおけるサービスの自動検出

方法と将来のサービス拡大に対応す

るための要件の2点に絞って述べる。

ユーザーから見たBluetoothTMの

大きな魅力は，機器間の情報交換が

簡易化されることであろう。このため，

通信接続の簡易性だけでなく，サー

ビスの利用にかかわるあらゆる局面

でこの簡易性を実現することが期待

される。この糸口となるのが，サービ

ス及びそのロケーションの検出と，こ

のための一連の手順であるサービス

ディスカバリ技術である。B l u e -

toothTMのサービスディスカバリは，

SDP（Service Discovery Protocol）

により行う。

この比較的単純なプロトコルを使

用すれば，同一のピコネット内にある

別の装置が提供するサービスを端末

が自動的に見つけ出すことができる。

これは，近くにある利用可能なサー
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サービスディスカバリとその拡張

（２）ITS（注）分野へのBluetoothTM応用�

96 年 7 月に 5 省庁で策定された
“高度道路交通システム(ITS)の全体構
想”は，最先端の情報通信技術を用い，
道路と車を一体のシステムととらえて，
安全性，快適性，輸送効率などの向上
を達成しつつ，人との調和と環境保全
をも実現する道路交通システムの構築
を目的として推進されている。
ITS・自動車分野では，情報通信ネ
ットワークの対象が，社会インフラス
トラクチャ，自動車，乗り物，人へと
広がり，その通信手段にはこれらの移
動体としての機能を束縛しないシーム
レスで簡易接続可能な無線技術が望ま

れている。BluetoothTMは，これらの
ワイヤレス接続手段として，多種多様
な機器に搭載されアドホック（“一時的
に”の意）なネットワーク接続という特
長を生かした，有効な通信手段として
期待が大きい。
一例として，カーナビゲーションを
はじめとした車載用情報機器の高機能
化，モバイル情報機器の普及は，運転

者に車の運転以外の操作負荷をもたら
し安全面で課題となっている。運転中
の携帯電話やカーナビの操作による事
故の増加は，安全な車環境づくりのた
めに最優先で解決すべき課題である。
車の中に持ち込んだ携帯電話が，簡

単な操作で車載ハンズフリー装置に接
続され，運転者がステアリングから手
を離すことなく会話ができる仕組みは，

BluetoothTMを使うと容易にシステム

構築が可能となる。この分野での

BluetoothTM活用には，Automotive
Profi le WG で進められている Car
Profileの標準化をはじめ，各種利用シ
ーンごとのプロファイル仕様の策定が
進み，更に応用の場が広がるものと思
われる。

（注）ITS： Intelligent Transport System

携帯情報端末�

携帯電話�

デジタル スチルカメラ�

携帯電話プレーヤ�

メディアカード�

ハンズフリー�
マイク�

無線サービスとしての
BluetoothTMの将来展望



ビス，例えばプリンタや記憶装置など

を自動的に検出できるので，ユーザ

ーはそれらのサービスの存在を容易

に認識して利用できるようになる。

SDP は，単一のピコネット内のサー

ビスしか検出できないが，インターネ

ット系のサービスディスカバリやサー

ビス利用に関係する技術やプロトコ

ルと，多くの類似点がある。そこで，

SDP及びそれ以外のBluetoothTMス

タックを適切にインターネットに対応

できるようにする検討が現在行われて

いる。これをESDP（Extended Ser-

vice Discovery Profile）と呼ぶ。この

ESDPによって，インターネットの膨大

なサービスやリソースをBluetoothTM

から利用できるようになるだろう。例

えば，サービスの利用に必要なソフト

ウェアや関連ドライバなどを，端末に

自動的にダウンロードできる。すなわ

ち，端末にいつでも適切なソフトウェ

アが装備されているようなものとなる。

もう一つの重要課題は，B l u e -

toothTMにより情報を，どれだけ迅速

にやり取りできるかである。とりわけ，

マルチメディア伝送（例えば，ビデオ

や高品質オーディオなど）をリアルタイ

ムで伝送するには，現行Bluetooth1.0

仕様より高速のデータ伝送速度が必

要になる。

そこで，より高速のデータ伝送モー

ドも提供して，多様なサービスに対

応していくことが望まれる。

SIG 2.0作業グループの次世代無線

仕様検討のWGでは，仕様を以下の

要件で検討している。

低電力消費で低コストが期待

できる無線システムを実現する。

Bluetooth1.0との下位互換性

と相互運用性を確保する。

各種アプリケーションに対応

するためのBluetooth1.0の改善

点を取り込む。

高速伝送モードを実現する。

これらにより，BluetoothTMの応用

範囲を広げるための機能拡張と高速

化が実現されることになる。機能面で

は，複数のアプリケーションにフレキ

シブルに対応できるQoS（Quality of

Service）のサポート，マルチキャストな

どの同報型機能のサポート，ピアツー

ピアの直接通信なども可能になる。

更に，別のネットワークへのアクセ

スポイント（公衆電話網，インターネッ

ト，イントラネットなど）への適用，パ

ーソナル エリア ネットワークの拡張，

ピコネット間のモビリティ（ローミング，

ハンドオフ）の実現など多様なプロフ

ァイルへの対応が可能になろう。これ

らにより，モバイル環境だけでなく，

家庭内ネットワークや自動車内ネット

ワークの実現，更にはe-コマース（電

子商取引）など社会システムにおける

新しい形のトランザクションのツール

としてBluetoothTMの活躍する場が今

後拡大していくと期待される（図３）。

今後，BluetoothTMが普及していく

ためには，これまで述べた仕様や技

術を実現していくとともに，いくつか

の課題を解決していく必要もある。

より低価格で小型化を目指した高度

LSI化技術や無線実装技術との融合

が必要である。また，無線LANやほ

7BluetoothTMの技術動向と将来展望

（３）BluetoothTMの実現する世界�
 “太郎君のサッカー観戦”�

�

Bluetooth技術の可能性をわかりや

すく説明してみたい。BluetoothTM付

きの3G（注）端末とデジタル カメラを持
った太郎君のサッカー観戦である。
『観戦中，太郎君は手持ちのカメラで
重要なシーンのスナップショットを撮
った。写真が非常にうまく撮れたので，
これを花子さんに送ろうと思いつく。
花子さんは3G端末を持っている。そ
こで太郎君は，写真をカメラから

BluetoothTM端末に，そして次に3G
ネットワークに転送する。Bluetooth
無線2.0 なら高速モードがあり，転送
はスムーズだ。
さて，太郎君は試合中に撮った何枚

かの写真を自宅にある PC に保存し，
現像所に数枚のハードコピーを注文し
ようと思う。これも3Gネットワーク
で行うことができるが，カメラからは，
ファイルを高速かつ安価に転送できる

近隣のBluetoothTMアクセスポイント
が検出された。ESDPを使い，太郎君
は自宅の PC に接続し，ファイルを保
存する。自宅のPCで写真をダウンロ
ードするときと同じ“印象”で操作で
きる。これならとまどうこともない。
いよいよ試合はクライマックス，太
郎君はたいへん感動し，シーンを再生
して見たくなった。そこで端末でロー

カルのBluetoothTMアクセスポイント

BluetoothTM無線仕様の将来動向

普及拡大するBluetoothTM

特
　
集

にもう一度接続し，数秒前のビデオ ク
リップをリクエストした。このサービ
スはトランスペアレンシーが高いため，
ビデオ クリップはスタジアムのデータ
ベースや，放送局などからダウンロー
ドすることが可能だ。しかし，太郎君
はどこからダウンロードするかなど気
にしている風はない。ビデオ クリップ
でゴールの瞬間を見るのに熱中してい
る。』

（注）3G：第三世代移動通信システム（The
Third Generation Mobile Communi-
cations System）
QoS：サービス品質（Quality of Service）



かのワイヤレス機器との干渉問題や

BluetoothTM機器どうしの相互接続性

の確保，そのためのロゴ認証プログ

ラムの充実などが今後重要になって

くる。

当社は，Bluetooth SIG発足当初か

らプロモーターとして標準化活動を

推進するとともに，BluetoothTM応用

商品化を進めてきた。また，製品化

に必要なBluetoothTMロゴ認証制度，

BluetoothTMに関する国の型式認定の

取得などの面でも率先的に活動して

いる。2000年秋には世界初のBlue-

toothTMプロダクトであるBluetoothTM

PCカードとワイヤレスモデムステーシ

ョンを商品化した。業界では2001年

以降，いろいろな対応商品への適応

と広がりを見せ，今後BluetoothTMが

世の中に質的にも量的にも普及拡大

していくことが期待される。
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図３．BluetoothTM応用展開の概念　　ノートPCや周辺機器への適応からスタートするBluetoothTMは，モバイル分野，家庭，社会システムへと応用
を広げていく。

Prospective future development of BluetoothTM applications
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